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成長期待企業のイチオシ！ ㈱北星社
海外展開支援助成金を活用して

中小企業のための
ひょうご産業SDGs推進宣言事業・認証事業

ひょうご産業活性化センターは中小企業のSDGsの取り組みを支援しています。
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　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症が5類に移
行し、社会経済活動が正常化しました。その一方
で、物価高騰や円安は依然として私たちの暮らし
に影響を及ぼしています。
　こうしたなかでも、阪神タイガース、オリック
ス・バファローズ、ヴィッセル神戸の活躍は、私達
に感動を与え、地域に元気をもたらしてくれまし
た。
　選手達のはつらつとしたプレーのように、令和
6年の県政も、だれもが夢や希望を持って挑戦で
きる社会をめざし、「攻めの県政」を展開する一年
にしたいと思います。

　まずは、若者・Z世代への支援です。
　兵庫県立大学・大学院の無償化や奨学金返済
支援の拡充など、結婚・出産のハードルにもなっ
ている教育費の負担を軽減します。また、海外へ
の留学等を支援し、国際視野を得る機会を広げま
す。不妊治療支援や若い世代に向けた住宅支援の
充実など、兵庫で子どもを生み、育てたいという
希望を叶える環境づくりも進めます。

　高齢者の安全安心な暮らしを守ります。
　特殊詐欺被害が過去最悪のペースで増加する
なか、被害者の8割を占める高齢者を被害から守
るため、全国一の規模で集中的に対策を強化しま

す。自転車ヘルメットの購入支援を行い、高齢者
に多い自転車死亡事故の減少につなげます。ま
た、ソフト・ハード両面からユニバーサルツーリ
ズムを進め、年齢や障害の有無に関わらず安心し
て旅行ができる社会を実現します。

　地域のポテンシャルを活かし、兵庫の持続的発
展につなげます。
　人と環境にやさしい農業、革新に挑む地場産
業、地域に根付く芸術文化など、兵庫各地の人々
の営みには、世界が持続可能な発展を遂げるため
の多くのヒントがあります。大阪･関西万博を機
に、こうした現場に国内外の人々を誘う「ひょう
ごフィールドパビリオン」の取組を加速します。
また、脱炭素社会実現の鍵となる水素エネルギー
の活用や、有機農業の拡大に向けた担い手育成な
ど、持続的な成長を支える取組を先導します。

　県政推進にあたり、現場主義の徹底と対話重視
の姿勢に変わりはありません。これまで以上に、
現場に足を運び、地域の皆様との対話から出てく
る課題やニーズを積極的に施策に反映していきま
す。
　兵庫の新たなステージに向け、果敢に取り組ん
でまいりますので、皆様のご理解とご協力をよろ
しくお願いいたします。

兵庫の新たなステージへ

新春メッセージ

兵庫県知事
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　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　皆様には、ひょうご産業活性化センターの事業
推進にあたり、平素より格別のご理解とご協力を
賜り厚くお礼申し上げます。本年もどうぞよろし
くお願い申し上げます。

　さて、私たちを取り巻く環境は依然として厳し
いものがあります。多くの中小企業が資源・原材
料価格高騰の影響を受け、価格への転嫁に苦慮す
るなか、地域産業の成長力を削ぐ人口減少という
構造的な問題にも直面し、今後の情勢は極めて不
透明です。経営者の皆様においては、現状を耐え
て情勢の改善を待つ姿勢が見受けられる一方、困
難な局面をチャンスに変えようと新しいビジネス
の展開を模索する動きも少なくありません。
　ひょうご産業活性化センターの使命は、そのよ
うな挑戦する経営者の応援団として、異なる視点
から「気づき」の機会を提供し、さらなる高みを
目指して共に取り組むことです。そのために、関
係機関と連携し、国・県の支援策を実行すること
が我々に求められる役割です。
　そのような認識のもと、次の課題に特に意を用
いて取組を進めます。

SDGsへの取組支援
　SDGsは国連サミットで採択された2030年を
期限とする国際社会全体の開発目標です。経済・
社会・環境をめぐる様々な課題に対し、企業をは
じめ全ての関係者の取組が求められています。
　その考えを経営に組み込み、本業を含めた取組
を通じて社会課題の解決を図ることは、企業の価
値向上や競争力の強化につながると考えられま
す。また、若年層ほどSDGsに対する関心が高く、
雇用確保の観点からも重要です。
　SDGsの目標達成に向けて取り組む経営者に対
して、「よろず支援拠点」を窓口とした相談をはじ
め、現場視点でサポートしてまいります。

起業・創業機運の更なる醸成
　拠点施設「起業プラザひょうご」はSMBC神
戸本部ビルに移転して4年目になります。起業家
のステップアップにつながる情報提供や相談の
実施、ワーキングスペースの提供など、フェーズ
に応じた支援を行ってまいりました。引き続き、
“ひょうご神戸スタートアップ・エコシステム”の
支援機関と連携し、個別のマッチングやピッチイ
ベントに取り組むとともに、スタートアップの協
業先となる県内企業とのリレーション構築にも努
めます。

海外展開支援
　アジアをはじめ新興国の成長は著しく、人々の
生活水準も向上を続ける一方、我が国において
は、国内需要の減少等の課題に直面しているこ
とから、新たな市場を求めて海外に活路を見出す
経営者もおられます。こうした企業の海外展開を
支援するため、ジェトロ神戸、神戸市海外ビジネ
スセンターと一体となった「ひょうご・神戸国際
ビジネススクエア」を形成し、相談対応にワンス
トップで取り組むとともに、セミナーなどを通じ
て最新情報を発信します。

　経営者の皆様には以上のようなサポートをはじ
め各種の支援メニューをご活用いただくことを、
また、関係機関の皆様には引き続きお力添えを賜
りますよう、お願い申し上げます。

　本年が皆様にとって、希望にあふれ、着実に歩
みを進める年となりますよう、心よりお祈り申し
上げます。

公益財団法人 ひょうご産業活性化センター
理事長　谷 口  賢 行

年頭所感
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㈱北星社

海外展開支援助成金を
活用して

北星社ベトナムト
レーディング社長
門間 丈晃

●市場調査が海外進出の後押しになった
●海外進出に関する情報や助言を得られた
●コロナ禍後の新事業も見つけられた

地域産品輸出と高度人材受け入れ
ベトナムで新事業を育てる

豊岡市

ホーチミンの日系スーパーで「播州乾麺フェア」を開催

新たな活路を海外市場に見いだす
　1953年にカレンダーの印刷で創業して以来、同社は
但馬地域の印刷物需要に応え、70年代には写真スタジオ
も構えました。現在は編集者、カメラマン、デザイナーと
50人のクリエーターをそろえ、書籍やデジタルコンテン
ツなどあらゆる制作物の企画立案から印刷までワンス
トップで手がけています。
　一方、主力の印刷業の需要は減少しつつあるため、
2017年から新事業の探索に注力してきました。その一
つが海外市場の開拓です。プロジェクトを任された門間
丈晃さんが着目したのは経済成長著しいベトナムでし
た。現地で情報収集するうち、和牛レストランや日本語
学校を経営する人と出会い、日本酒をはじめとする県内
産品の輸出、ベトナムの高度人材と但馬地域の企業との
マッチングという二つの事業プランが固まったと言いま
す。
　ちょうどその頃、取引銀行を通してひょうご産業活性
化センターの海外展開支援助成金を知り、これを活用。
二つの事業を育てるべく、現地調査を実施。19年10月に
100％出資の子会社「北星社ベトナムトレーディング」

を設立し、門間さんが社長に就任します。

コロナ明け三つ目の事業にも挑む
　県内産品の貿易事業の準備を進めようとしていた矢先
にコロナ禍が直撃し、ベトナム赴任中の門間さんは身動
きが取れなくなりました。そこで現地でもできる高度人
材のマッチング事業に注力。ホーチミン工科大学などと
のパイプをつくり、豊岡市内に生産拠点を置くメーカー
とマッチングさせ急場をしのぎました。高度人材を求め
る日本企業のニーズは強く、これまで2社に対し約30人
を紹介しています。
　同社では海外事業と並行して、2019年に東京にある
アクリル印刷の会社をM&Aし、キャラクターを印刷し
たアクリルキーホルダー製作を新事業として育てつつあ
ります。コロナ収束後はひょうご産業活性化センターの
ポストコロナ海外新展開支援助成金を活用し、ベトナム
でもキャラクタービジネスの展開を視野に入れて現地企
業の調査に当たりました。
　現在は、その調査の過程で見つけたメーカーとの契約
を検討しています。「現地ではキャラクタービジネスが
未成熟で、観光地やテーマパークなどで販売されている

制度利用の流れ
2022年4月 6月 7月、11月 23年2月
ひょうご海外ビジネスセ
ンターに助成金を申請

審査を通過し採択
される

生産委託先調査お
よび市場調査

助成金報告書を
提出

※ポストコロナ海外新展開支援助成金を利用した時のものです
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現地の日本食卸業者に香美町の清酒「香住鶴」をプレゼン 現地大学生と日本企業とのオンライン面接会

商材が少ないです。そこにビジネスチャンスを見いだせ
ないかと考えています」と門間さん。
　今後は、コロナ禍で中断を余儀なくされた地域産品の
輸出、そして高度人材マッチング、キャラクタービジネ
スの3事業をベトナムで育てていきます。

㈱北星社
豊岡市上佐野1620　 T 0796-22-4141
●代表取締役／早川薫
●事業内容／企画、デザイン、編集、印刷
Ｈhttps://www.robo.co.jp

自 費 出 版
見  積  り  無  料

まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp

あなたの本を

「オーダーメイド」

だけ https://kobe-selfpub.jp

こちらから
▼

株式会社 神戸新聞総合印刷

海外展開支援助成金
県内中小企業等の海外渡航や越境ECなどを伴う海外ビジ
ネス展開への取り組みに対し、費用の一部を助成します。

•�国、県、市が一体となるワンストップ支援窓口として、助
成事業に対しきめ細やかにアドバイスし、その効果的
な実施をサポートします
•�現地情報の収集等において、世界8カ国11カ所に設置
する「ひょうご国際ビジネスサポートデスク」や兵庫県
が設置する海外事務所も活用できます

問ひょうご海外ビジネスセンター
Ｔ078-271-8402
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

【対 象 者】�県内の中小企業など
【対象事業】�海外見本市出展や現地商談等による販路拡大、営業

拠点や製造拠点、生産委託先等に係る現地調査、ポ
ストコロナ海外新展開に係る現地調査、越境ECモー
ル出店や越境ECサイト開設による販路開拓

【助 成 率】�対象経費の1/2以内
【助 成 額】�上限100万円（越境ECは同50万円）

利用メリット
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2014（平成26）年度にスタートし今年度で終了する「異業
種交流活性化支援事業」の10年間を総括するイベント。累
計271の異業種交流グループが誕生した歩みを振り返ると
ともに、今後の異業種交流のさらなる発展へ機運を高めま
す。無料（交流会は4,000円）。
日2月14日㊌13時30分～15時50分、交流会16時10分
～18時
所ラッセホール（神戸市中央区）
定100人（先着）
申問当センター異業種連携相談室

Ｔ078-977-9073 Ｆ078-977-9112
Ｅ igyo@staff.hyogo-iic.ne.jp
1月15日㊊までに所定の申込用紙（ダウンロー
ド可）をEメール（添付ファイル）またはファクス
で送信してください

ひょうご産業SDGs推進宣言事業の宣言企業が対象。県が
宣言事業のSDGsの取り組みを評価・認証することで、さら
なる内容の深化を促します。
対同推進宣言事業の宣言企業 ※その他要件あり

●認証企業の主なメリット
・認証書が交付されます
・中小企業融資制度の「SDGs支援貸付」を利用できます

「ひょうご産業SDGs認証事業」
認証企業募集

「異業種交流10年間の歩みと
今後の発展に向けて」参加者募集

ひょうご産業活性化センター

日日時　所場所　対対象　定定員　￥料金
申申し込み先・方法　問問い合わせ先 
Ｔ電話番号　Ｆファクス番号　Ｅ Eメール
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・社債発行の際に保証料率が割引されます　など
●認証期間＝3年間 ※年1回の進捗報告が必要

申問当センター成長支援課 Ｔ078-977-9117
〒650-0044 神戸市中央区東川崎町1-8-4
1月15日㊊（消印有効）までに所定の申請書等（ダウンロー
ド可）を郵送（レターパック）または持参してください

セミナーや各種行政情報などを無料配信します。
申 e-mlhedDB@xpressmail.jpまたは二次元コード宛に
空メールを送信→30分以内に届く登録用メー
ルに記載のURLをクリックし必要事項を入力
問企画管理課 Ｔ078-977-9070

離職防止の方策の一つとして、ワーク・ライフ・バランスの視

点から心理的安全性の高い職場づくりに向けた取り組みを
考えます。無料。
日2月8日㊍14時～16時
所明石商工会議所
定20人（先着）
申問明石市産業振興財団 Ｔ078-918-0331
2月1日㊍までにホームページの申し込みフォー
ムから

明石市産業振興財団
「人材定着セミナー」

関係機関

メールマガジン
登録受け付け中
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がんばる企業を応援
「中小企業支援ネットひょうご」構成機関からのご案内

「中小企業支援ネットひょうご」とは
さまざまな経営課題を抱える中小企業の応援を
目的に、中小企業支援機関や連携団体でつくる
ネットワークです。各機関の強みを生かしながら、
総合的な支援を展開しています。

兵庫県勤労福祉協会は、勤労者とその家族の健康や福祉の増進、企業の労働生産性の向上に貢献することを目的に
1964年に設立されました。近年は、福利厚生制度「ひょうごファミリーパック」の充実と、「ひょうご仕事と生活センター」
による仕事と生活のバランス（WLB）の推進に力を入れています。

（公財）兵庫県勤労福祉協会勤労者福祉を新たなステージへ

ひょうごファミリーパック ひょうご仕事と生活センター
中小企業向けの「地域密着型」福利厚生制度として、1社
単独では実施困難な大企業並みの福利厚生を提供してい
ます。

宿泊・レジャー施設や飲食店
等の提携店での会員割引や利
用補助をはじめ、暮らしに役
立つ多彩なサービスを提供し
ます。

結婚や入学等の祝い金、見舞金・弔慰金、勤続報奨金、退職
餞別金など、会員とその家族のライフステージに応じた12
種類の給付金を支給します。

県内に本・支店を置く14の指定金融機関と連携し、急な生
活費や自動車購入費、住宅資金等に利用しやすい低利融資
を斡
あっ
旋
せん
します。

会員と配偶者を対象にインフルエンザの予防接種、人間
ドックまたは脳ドックの補助を実施します。

「仕事と生活の調和」の取り組みを全県的
に推進する拠点として、県内企業・団体の
WLBの実現を目指し、さまざまな支援を
全て無料で実施しています。

WLBに関する相談や質問を面談、電話、メールで受け付け
ています。

コーディネーターやコンサルタントが企業を訪問し、最適な
サポートを実施。例えば、外部専門家を講師に招いてWLB
推進に関する社内研修を開催します。

テレワークシステムの構築など、働き方改革の一環として
ICT活用の相談に応じます。

兵庫県と共催で就活生向けに、WLB表彰企業が参加する「合
同企業説明会」や「企業魅力発信フェア」を開催しています。

次の助成制度を設けています。詳しくはホームページをご覧
ください。
•育児・介護代替要員確保支援助成金
•環境整備支援助成金
•テレワーク導入支援助成金

福利厚生

健康管理

給付

融資

ワンストップ相談

WLB推進の助成金

コーディネーター等によるサポート

合同企業説明会・企業魅力発信フェア

テレワーク・ICT相談

オリジナルキャラクター
「WLB7」のペンギン
「はぐペン」

（公財）兵庫県勤労福祉協会
神戸市中央区下山手通6-3-28 兵庫県中央労働センター1階
T 078-341-1510　 H https://kinrou-hyogo.jp ファミリーパック 仕事と生活センター

会　費  勤労者1人につき2カ月ごとに1,000円
※�事業所が負担した場合、税法上損金または必要経費扱いになる
ので節税対策にもなります
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中小企業支援ネットひょうごでは、さらなる成長が見込める企業を
「成長期待企業」に選定し、複合的な支援をしています。このコー
ナーでは選定企業が誇る自慢の商品やサービスを紹介します。

五代産業㈱の

五代産業㈱　尼崎市武庫川町1-5
Ｔ06-6430-0155　H https://www.godai-industry.co.jp

⃝設立年：1985年　⃝代表取締役：井野貴人
⃝事業内容：レンタルマット、清掃業など

運営を受託している社内居酒屋

レンタルマットを入り口に
多彩なサービスを提案

事業展開力

　井野貴人社長の父、寛さんがレンタルマット事業で創業
したのは1985年のこと。メーカーから直接仕入れ、全て直
営でレンタルすることで料金を抑え、阪神間を中心に着実
に取引先を増やしていきました。
　「レンタルマットを取り換える頻度は2週間に1回。1年
で26回訪問します。おのずと顔なじみになり、頼られるこ
とが増えていきました」と井野社長。その後、清掃サービス
やAED設置など事業を広げていきます。尼崎市内の大手製
造メーカーからは、レンタルマットや各種清掃作業だけで
なく、社内売店を運営していた子会社の清算に伴い、その

運営を引き継ぎました。さらに昨年9月からは社内居酒屋
の運営も任されています。
　レンタルマットの取り換えで訪問する際はアルコール除
菌剤などの販売も併せて行うことで顧客との接点を増やし
ています。また、インスタグラムにビジネスへの思いを写
真と共に載せたことがきっかけで、遠く関東の会社からも
レンタルマットを受託するようになりました。
　5代続くようにと創業者である父が名付けた社名。「これ
からも時代やお客さまの変化に合わせながら、地に足を着
けて事業を展開していきたい」と先を見据えています。

マットの取り換え作業



https://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp
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災害時発動型予約保証「そなえ」は災害に対する事前の備えとして、保証の予約を行い、災害が発生した場合
は予約に基づく迅速な資金調達を可能とする保証です。

災害時発動型予約保証
「そなえ」のご案内

●災害時発動型予約保証「そなえ」の概要

対 象

当協会の保証対象要件に該当し、①～③のいずれかのBCP（事業継続計画）を策定している中小企業・小規
模事業者
①�中小企業庁が公開している「中小企業BCP策定運用指針」のうち、入門コースを除いた基本・中級・上級
コースのいずれかに準じたBCP
②兵庫県中小企業団体中央会が策定を支援し、推薦するBCP
③「国土強靭化貢献団体の認証に関するガイドライン」（内閣官房）に基づく「国土強靭化貢献団体の認証
（レジリエンス認証）」を取得したBCP

資 金 使 途 災害発生後における事業継続等のために必要な運転資金および設備資金

予約限度額
2億8,000万円（組合の場合は4億8,000万円）
　注1）BCP（事業継続計画）に基づく金額とします

　注2）本申込時には利用できる保証の空き枠の範囲内となります

予 約 期 間
予約決定日から1年間
　注）予約を更新する場合は再度予約申し込みが必要となります

信用保証料
事前予約時：保証料は不要
本申込時：利用する保証に応じた保証料率を適用（0.45～2.20％）

予 約 方 法
金融機関経由または当協会への直接申し込み
　注1）当協会への直接申し込みは「対象」の②に限ります

　注2）予約時には専用の申込書とBCP（事業継続計画）等が必要です

※上記は概要です。詳細については各事務所・支所へお問い合わせください

「安心」への
お手伝い

ご利用の流れ
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県内中小企業の全産業・業種別の売上高（速報値）を公開中！ ひょうご企業業績

TKC近畿兵庫会姫路支部
広報委員 世良真一

これから増える？「Peppolを
ベースとした電子インボイス」とは

　インボイス制度の開始後、PDFをはじめとする「電子インボイス」を受け取っている会社も多
いことでしょう。電子インボイスの一種で、世界各国はもちろん、日本でも現在導入が進んでいる

「Peppol（ペポル）をベースとした電子インボイス」について解説します。

世界規模で採用が進み日本も2021年に導入
　「Peppol」とは、受注や請求に係る電子文書をネットワーク上でやり取りするための国際標準
規格です。ベルギーにある国際的な非営利組織「OpenPeppol」が管理しており、現在はEUをはじ
め、シンガポールやオーストラリア、ニュージーランドなど30カ国以上で採用されています。
　日本では、2021年9月にデジタル庁がOpenPeppolのメンバーとなり、国内におけるペポルの管
理局「Japan Peppol Authority」として、ペポルネットワークでやり取りできる電子インボイスの
標準仕様を策定・管理しています。

異なるシステム間での電子データのやり取りが簡単に
　Peppolをベースとした電子インボイスの特徴のうち、PDFや専用のEDI（電子データ交換）シス
テム等の一般的な電子インボイスと大きく異なる点は次の通りです。

⚫送信／受信側が同じシステムを利用していなくても、データのやり取りが可能であること
⚫�受信側のシステムが発行者名や品名、取引金額等のインボイスの記載事項とその内容を正確に読

み込めるので、請求書の確認や仕訳入力が楽になること

　専用のEDIシステムを導入する企業も増えましたが、請求書を受け取る側の企業からは「操作方
法が分かりにくい」「企業によって扱うシステムが異なるため、請求書処理のたびに複数のシステム
を起動してかえって手間が増えた」といった声も聞かれます。Peppolをベースとした電子インボ
イスの利用によって、このようなインボイスの発行・確認に係る作業やコストを大幅に削減するこ
とにつながります。

参考文献：「事務所通信2024年1月号」（TKC出版）

※デジタル庁のホームページを
　参考に作成

❶売り手側

請求データ 請求データ

❷売り手側アクセスポイント ❸買い手側アクセスポイント

ペポルサービス ❹買い手側
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